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　　その手で守れる笑顔があります
「たらぎ音楽祭」～たらぎは音楽一色～開催
多良木町職員人事行政の運営等状況の公表
保健センターだより
国民年金インフォメーション
教育委員会だより
お知らせ
社協だより
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大空への旅へテイクオフ！！
当日、唯一の晴れ間へと飛び立ちました。

（ＴＡＲＡＧＩえびすスカイフェスタ２０１２）



（２）



（３）

防災無線は常に電源を入れておきましょう！



（４）

防災無線は常に電源を入れておきましょう！

楽 祭
　

十
一
月
十
一
日
（
日
）、「
た
ら
ぎ

音
楽
祭
～
た
ら
ぎ
は
音
楽
一
色
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
町
主
催
で
「
た
ら

ぎ
石
倉
音
楽
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
町
民
有
志
に
よ

る
た
ら
ぎ
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
石

倉
、
え
び
す
広
場
ス
テ
ー
ジ
、
町
民

体
育
館
の
三
会
場
同
時
開
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
高
校
「
太
鼓
男
子
～
チ
ー

ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
の
演
舞
で
た
ら
ぎ
音

楽
祭
が
開
幕
。
石
倉
で
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
や
珍
し
い
エ
レ
キ
バ
イ

オ
リ
ン
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
イ
オ
リ

ン
ま
で
多
彩
な
音
色
で
魅
了
し
た
二

上
徹
平
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

え
び
す
広
場
ス
テ
ー
ジ
で
の
ブ
ル
ー

ス
ロ
ッ
ク
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ま
で
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ン
ド
演
奏
、
町
民

体
育
館
で
の
多
良
木
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
多
良
木
高
校
吹
奏
楽
部
、
消
防

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
藤
山
Ｅ
・
Ｔ

英
一
郎
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ト
リ
オ
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
音

楽
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
み
ん
な
の

の
ど
自
慢
大
会
も
開
催
さ
れ
、
十
六

組
の
方
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
場
者
、

来
場
者
全
員
に
よ
る
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
の
大
合
唱
。
大
盛
況
の
う

楽 祭 〜たらぎは音
お と

楽一色〜
開催

ち
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
良
木
町
が
音
楽
で
溢
れ
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。



防災無線は常に電源を入れておきましょう！

みんなののど自慢大会結果
優　勝　米田知弘（多良木小学校）
　　　　「青春の影」財津　和夫
準優勝　柿山勝喜（黒６区）
　　　　「祝い船」門脇　睦男
三　位　土肥ルミ（多８区の１）三線：堀内幸晴（黒７区）
　　　　「涙そうそう」夏川　りみ
特別賞　中山良一（多８区の１）
　　　　「日向木挽唄」民謡
　　　　ももいろビーンズ
　　　　「ＰＯＮＰＯＮＰＯＮ」きゃりーぱみゅぱみゅ
　　　　蓑田あかね　蓑田ひなた（むつみ保育園）
　　　　「さんぽ」井上　あずみ
　　　　第３保育所のゆかいな仲間たち
　　　　「三百六十五歩のマーチ」水前寺　清子

（５）

たらぎたらぎ 音音



（６）

防災無線は常に電源を入れておきましょう！

　

十
一
月
十
七
日
、
十
八
日
に
開
催
さ

れ
た
第
三
十
二
回
熊
本
県
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
女
子
の
部
（
五
十
九

チ
ー
ム
出
場
）
で
多
良
木
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
澤
村
研
史
監

督
）
が
全
て
の
試
合
を
ス
ト
レ
ー
ト
で

勝
ち
進
め
念
願
の
熊
本
県
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
の
ぼ
り
つ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
今
年
で
創
部

十
一
年
目
を
迎
え
、
現
在
三
十
一
名
の

部
員
で
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

優
勝
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 多

良
木
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝

▲優勝した多良木ジュニアバレーボールクラブの皆さん
ゴ
ル
フ
協
会
が
図
書
券
を
寄
贈

▲図書券を渡す丸目会長
　

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
、
役
場
応
接
室
に

お
い
て
、
多
良
木
町
ゴ
ル
フ
協
会
（
丸
目
征
弘

会
長
）
か
ら
久
米
小
学
校
（
窪
田
龍
記
校
長
）

へ
五
万
円
分
の
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
十
一
月
十
八
日
開
催
さ
れ
た
町
民

ゴ
ル
フ
大
会
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）
に
参
加
さ
れ

た
方
々
の
善
意
に
よ
る
募
金
か
ら
購
入
さ
れ
た

も
の
で
、
平
成
六
年
か
ら
毎
年
町
内
の
各
学
校

等
へ
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
で
約

百
二
十
万
円
の
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

毎
年
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
空
へ
！
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｉ
え
び
す

ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
開
催

　

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）、
秋
の

恒
例
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｉ
え
び
す
ス
カ

イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が
、
妙
見

野
自
然
の
森
展
望
公
園
一
帯
で
同
実

行
委
員
会
（
ウ
イ
ン
グ
ラ
ブ: 

椎
葉

史
郎
会
長
）
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
大
会
は
、

着
地
の
正
確
さ
を
競
う
「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
と
い
う
競
技
種
目
と
、
リ
ボ
ン

が
つ
い
て
布
に
包
ま
れ
た
直
径
十
㎝

の
安
全
な
ボ
ー
ル
を
、
指
定
さ
れ
た

円
内
（
直
径
十
ｍ
）
の
中
心
に
、狙
っ

て
落
と
す
「
爆
弾
落
と
し
」
と
い
う

二
種
目
の
競
技
で
行
わ

れ
、
九
州
各
地
か
ら
競

技
者
二
十
一
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の

曇
り
空
で
し
た
が
、
地

元
の
方
に
よ
る
身
も
心

も
温
ま
る
豚
汁
、
お
に

ぎ
り
な
ど
の
昼
食
の
接

待
や
、
選
手
の
搬
送
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
競
技
種
目
の
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲大空へ！　テイクオフ

▲選手宣誓をする矢次選手

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
部
】

■
優　

勝

　

大
田　

竜
也

■
準
優
勝

　

矢
次　

真
実

■
第
三
位

　

椎
原　

聡
子

【
爆
弾
落
と
し
の
部
】

■
優　

勝

　

西
本　

一
弘

▲着地点へ向かうパラグライダー



“元気な地域”づくり頑張ってます！
　このコーナーでは、いきいきサロンや地区社協などの “ 元気な地域 ” づくり活動を行っている各行
政区の取り組みをご紹介します。

　このコーナーでは、いきいきサロンや地区社協など、“ 元気な地域 ” づくり活動を行っている行政
区の記事を募集しています。頑張っておられる取り組みを町民のみなさんに紹介していきますので、
取り組み内容に写真を添えて企画観光課（電話４２－１２５７）まで提供ください。

　多良木１区の２では鶴羽集落センターを拠点とし、地区社協、
いきいきサロン（笑顔の会）と健康応援隊と連携をとり、毎月１
回、中高年の健康作りや子どもたちとの交流を行っております。
　参加される方からは、来月はいつだろうかと楽しみにしておら
れます。

４月　発会式　花見会食
５月　認知症予防教室・子供会との交流  花いっぱい運動
７月　地蔵祭り・ガンバルーン体操
９月　ひまわりの花が咲いた・敬老会
10月　運動会

　

こ
の
た
び
、
人
吉
球
磨
地
区
租
税

教
育
推
進
協
議
会
が
、
次
代
を
担
う

児
童･

生
徒
の
租
税
教
育
を
推
進
す

る
た
め
「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」（
作

文
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
）
の

募
集
を
行
い
、
本
町
か
ら
二
名
の
児

童
・
生
徒
が
、
習
字
の
部
と
作
文
の

部
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
被
表
彰
者
】（
敬
称
略
）

▪
習
字
の
部

　
「
多
良
木
町
長
」
賞

　

西　

桜
真
（
多
小
二
年
）

▪
作
文
の
部

　
「
人
吉
税
務
署
長
」
賞

　

落
合　

菜
々
香
（
多
中
三
年
）

▲町長賞を受賞した西さん

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」で表彰

▲人吉税務署長賞を受賞した落合さん

（７）

　

統
計
調
査
の
調
査
員
と
し
て
従
事

し
、
統
計
の
進
歩
・
発
展
に
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
者
を
表
彰
す
る
「
熊

本
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」
が
十
一

月
七
日
（
水
）
に
熊
本
県
庁
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、杉
野
博
昭
さ
ん（
多

六
区
の
三
）
が
熊
本
県
統
計
協
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

統
計
功
労
者
表
彰

防災無線は常に電源を入れておきましょう！



（８）

多良木町職員人事行政の運営等状況の公表
　多良木町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17年多良木町条例第 22号）に基づき、多良木町職員の
人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。
　平成24年 11月 19日	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多良木町長　松　本　照　彦

１. 職員の任免及び職員数の状況
　（１）職員の採用
　　平成23年度中に新たに採用された一般職の職員の状況は、次のとおりです。

区分 職種 採用者数
高卒業程度 一般事務 ８人

（注）再任用職員を含まない。

　（２）職員の離職
　　平成23年度に離職した一般職の職員の状況は、次のとおりです。

定年退職 勧奨退職 分限免職 懲戒免職 失　職 死亡退職 普通退職 任期満了 合　計
２人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 ０人 ４人

（注）再任用職員を含まない。

　（３）職員数
　　１）部門別職員数の状況と主な増減理由

　　　　　　　　　　区　分
部　門　　　　　　　　　　

職　　員　　数
対前年増減数 主な増減理由

平成２３年 平成２４年

一
般
行
政
部
門

議　　会 2 2
総　　務 22 22
税　　務 8 8
農林水産 15 14 ー 1 欠員不補充
商　　工 2 2
土　　木 6 6
民　　生 22 22
衛　　生 9 8 ー 1 業務委託による職員の減

小　　計 86 84 ー 2

特別行政部門
教　　育 11 11

小　　計 11 11

公 営 企 業
会 計 部 門

水　　道 3 3
下 水 道 3 3
そ の 他 9 9

小　　計 15 15

合　　　　　計 112
〔177〕

110
〔177〕

ー 2
〔　 0〕

（注）１	 職員数は一般職に属する職員数である。
　　  2〔　　　〕内は、条例定数の合計である。

　　２）年齢別職員構成の状況（平成24年４月１日現在）

区　分 20歳未満 20歳以上
25歳未満

25歳以上
30歳未満

30歳以上
35歳未満

35歳以上
40歳未満

40歳以上
45歳未満

45歳以上
50歳未満

50歳以上
55歳未満

55歳以上
58歳未満

58歳以上
60歳未満 60歳以上

職員数 １人 12人 11人 12人 32人 7人 8人 15人 9人 3人 0人

　　３）職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人・％）

　　　　　年　度
部　門　　　　　 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 過去５年間の

増減数（率）
一 般 行 政 97 91 88 90 86 84 △ 13 △ 13.4
教 育 13 13 14 12 11 11 △ 2 △ 15.4
消 防 0 0 0 0 0 0 0 0.0
普 通 会 計 計 110 104 102 102 97 95 △ 15 △ 13.6
公営企業等会計計 15 16 15 15 15 15 0 0.0
総　合　計 125 120 117 117 112 110 △ 15 △ 12.0

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

防災無線は常に電源を入れておきましょう！



（９）

２．職員競争試験及び選考の状況
　※平成24年度の一般事務（高卒程度）採用のため実施
　試験期日：第1次試験（教養、適性、作文試験 ) 平成 23年 9月 18日
　　　　　　（平成23年度市町村等職員採用共同試験参加）
　　　　　　第2次試験（面接試験）平成23年 10月 23日
　試験結果：高卒程度2名合格

３．職員の給与の状況
　（１）人件費の状況 ( 普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
(23 年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
22年度の人件費率

23年度 人
10,687　

千円
6,450,094　

千円
259,468　

千円
911,750　

％
14.1　

％
12.4　

　（２）職員給与費の状況（一般会計）

区分 職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

23年度 人
101　

千円
323,485　

千円
39,116　

千円
113,661　

千円
476,262　

千円
4,715　

（注）職員手当には退職手当を含まない。

　（３）特記事項　　　　　　特になし

　（４）一般行政職給料表の状況（平成24年 4月 1日現在）

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

一号給の
給料月額 135,600 185,800 222,900 261,900 289,200 320,600

最高号給の
給料月額 243,700 307,800 354,700 388,300 400,600 422,600

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。

　（５）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成24年 4月 1日現在）
　　一般行政職

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

多良木町 39.6 歳 291,900 円
320,260 円
314,202 円

１　「平均給料月額」とは、平成23年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の
額を合計したものである。このうち、上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公務員給与実態調査において
あきらかにされているものである。また、下段には時間外勤務手当、特殊勤務手当の手当が含まれていない。

（注）

　（６）職員の初任給の状況（平成24年 4月 1日現在）

区　　　分
多良木町 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

技能労務職
高校卒 137,200 円 ー
中学卒 ー ー

　（７）職員の経験年数別・学歴別平均給料

区　　　分 10年以上 15年未満 25年以上 30年未満 30年以上 35年未満

一般行政職
大学卒 263,200 円 380,600 円 386,900 円
高校卒 217,200 円 361,000 円 377,000 円

防災無線は常に電源を入れておきましょう！
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　（８）一般行政職の級別職員数の状況（平成24 年 4月 1日）

区分 標　準　的　な　職　務　内　容 職員数 構成比
１級 主事、技師の職務、保育士、栄養士、保健師の職務 14人 17.07 ％

２級 高度な知識、経験を必要とする業務を行う主事、技師の職務、保育士、栄養士、保健師
の職務 12人 14.63 ％

３級 係長の職務（4級に掲げる職務を除く）、参事の職務 22人 26.83 ％

４級 主幹の職務（5級に掲げる職務を除く）、総務係長の職務及びその職務内容等がこれと
同程度のものとして規則で定める職の職務 23人 28.05 ％

５級 課長の職務 (6 級に掲げる職務を除く）及びその職務内容等がこれと同程度のものとし
て規則で定める職の職務 10人 12.20 ％

６級 総務課長の職務及びその職務内容等がこれと同程度のものとして規則で定める職の職務 1人 1.22 ％
（注）１　多良木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

　（９）期末手当・勤勉手当

多良木町 国
一人当たり平均支給額（23年度）　1,201千円 −
(23 年度支給割合）
　　　　　　　　 期末手当　　　  勤勉手当

2.60　月分　　 1.35　月分　
（1.45）月分　　（0.65）月分　

(23年度支給割合）
　　　　　　　　 期末手当　　　  勤勉手当

2.60　月分　　 1.35　月分　
（1.45）月分　　（0.65）月分　

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算５％～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5％～ 20％、管理職加算10％～ 25％

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

　（10）退職手当（平成24年 4月 1日現在）

多良木町 国
（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.50 月分 30.55 月分 勤続２０年 23.50 月分 30.55 月分
勤続２５年 33.50 月分 41.34 月分 勤続２５年 33.50 月分 41.34 月分
勤続３５年 47.50 月分 59.28 月分 勤続３５年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2％～ 20％） その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2％～ 20％）
　一人当たり平均支給額　　　16,310 千円
（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

　（11）地域手当 ( 平成 24年 4月 1日現在）　支給実績なし

　（12）特殊勤務手当    なし

　（13）時間外勤務手当

支給実績（23年度決算） 17,424 千円
職員一人当たり平均支給年額 160千円
支給実績（22年度決算） 13,776 千円
職員一人当たり平均支給年額 121千円

防災無線は常に電源を入れておきましょう！
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　（14）その他の手当（平成24年 4月 1日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

支給実績
（23年度決算）

支給職員一人当たり
平均支給年額
（23年度決算）

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給。配偶者 13,000 円、
その他6,500円 同 12,360 千円 209,483 円

住居手当 居住するための住宅を借り入れている職員に対して
27,000 円以内 同 7,549千円 251,633 円

通勤手当
交通用具を利用している職員に対し、距離に応じて支給。
片道 2km以上 5km未満 2,000 円。最高、片道 60km
以上 24,500 円

同 2,148 千円 34,645 円

管理職手当 総務課長 36,000 円、課長等 26,000 円、総務係長
16,000 円 異 4,056 千円 312,000 円

夜間勤務手当
午後 10時から翌日の午前 5時までの間に勤務する職員
に勤務時間 1時間につき勤務時間 1時間当たりの給与額
の100分の 25を支給

同 0千円 0円

宿日直手当 勤務1回につき4,200円、多良木学園は5,900円 1,456 千円 16,360 円
管理職特別勤務手当 勤務1回につき12,000 円を超えない範囲で支給 同 568千円 43,692 円

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　（１）一般職員の勤務時間の状況及び年次有給休暇取得状況（平成24年 4月 1日現在）

1週間の勤務時間 1日の勤務時間
勤務時間の割振り

始業 終業 休憩時間
38時間45分 ７時間45分 8時30分 17時15分 12時〜13時

　（２）育児休業の取得承認状況（平成23年度に承認された者）

部分休業取得者　なし

　（３）介護休暇の取得状況（平成23年度に承認された者）　1名

承認者数 取　　得　　期　　間
男 女 ３月以下 3〜6月以下 6〜9月以下 9月〜1年以下 1〜3年
０人 １人 0人 0人 0人 １　人 0人

５．職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分者 懲戒処分者

免職 休職 降任 降給 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

６．職員の服務の状況
　営利企業等従事制限に係る許可の状況（平成23年度）  なし

７．職員の研修の状況
一般研修 東日本大震災支援派遣

町主催 団体主催 人的支援派遣 保健医療チーム派遣
4回 261人 15件 35人 6回 6人 3回 3人

８．職員の福祉及び利益の保護の状況
　（１）健康診断、人間ドックによる職員の健康管理、及び健康づくり活動を実施しております。

項　　目 実　施　日 受診者数 備　　　　　考
定期健康診断 平成23年度中 65人
新規採用職場検診 平成23年 2月 13、22日 2人
人間ドック 平成23年度中 50人
健康管理研修等 平成23年度中 55人

　（２）公務災害の発生状況

認定件数
うち公務災害 うち通勤災害

１件 ０件 １件

防災無線は常に電源を入れておきましょう！
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！

九州電力から  節電へのご協力のお願い
　日頃より、節電にご協力いただき大変ありがとうございます。当社は、現在すべての原子力発電所
が運転を停止しており、電力安定供給のため最大限の努力を行っておりますが、依然として電力需給
は厳しい見通しです。
　このため、お客さまには、ご不便とご迷惑をお掛けし誠に申し訳ございませんが、今冬におきまし
ても下記のとおりの節電にご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

期　間 12月3日㈪〜3月29日㈮の平日 ※年末年始 12/31 〜 1/4 を除きます。

時間帯 8時〜21時 特に電力需要が高くなる８時〜11時、17時〜20時は重点的な
節電へのご協力をお願いします。

内　容 お客さまの生活・健康や経済活動に支障のない範囲で、昨年の冬にお取組みいただいた
相当の節電に、ご協力をお願いします。

〔 〕

●エアコン・電気カーペット・電気こたつ等の控え過ぎによる体調不良に気をつけて、無理のない範囲で
　節電をお願いします。
●特に、高齢者、乳幼児、ご病気の方がいらっしゃるご家庭においては、充分にお気をつけください。
●節電を意識しすぎるあまり、衛生面及び安全面で不適切なものとならないようご注意ください。

次のような節電の取組みがおすすめです　【お願いしたい事例】
エアコン
◦重ね着などをして、室温２０℃を
　心がける。
◦窓には厚手のカーテンを掛ける。

冷蔵庫
◦冷蔵庫の設定を「弱」に変える。
◦扉を開ける時間をできるだけ減らす。
◦食品をつめこまないようにする。

ジャー炊飯器
◦早朝にタイマー機能で１日分をまとめて
　炊く。
◦保温機能は使用せずに、よく冷ましてか
　ら冷蔵庫に保存する。

照明
◦不要な照明をできるだけ消す。

テレビ
◦画面の輝度を下げる。
◦必要な時以外は消す。

待機電力
◦リモコンではなく本体の主電源を切る。
◦使わない機器はプラグを抜いておく。

温水洗浄便座（瞬間式）
◦便座保温・温水の温度設定を下げる。
◦不使用時はふたを閉める。

電気カーペット
◦電気カーペットは人のいる部分
　だけを暖める。
◦設定温度を「中」または「弱」
　にするよう心がける。

こたつ
◦こたつは、上掛けなどを活用し
　暖気を逃がさないようにする。

パソコン
◦省電力設定を活用する。

ライフスタイル
◦夕方に電気製品の使用が重ならないよう家事の段取りを組む。

掃除機
◦夕方のピーク時はモップやホウキを使用する。

洗濯機
◦容量の 80％程度を目安にまとめ洗いをする。

電気ポット
◦お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切る。

家庭の電力需要が増える夕方以降に、一斉に消費電力が大き
い電気製品を使用することがないよう、一日の家事の段取り
をお願い致します。

　ご家庭には、他にも消費電力が大きい電気製品
があります。これらの電気製品は、平日の節電を
お願いする時間帯では使用が重ならないよう工夫
していただくなどご協力をお願いします。
◦電気ストーブ　◦電子レンジ　◦ホットプレート
◦トースター　◦ IH クッキングヒーター
◦ドライヤー　◦掃除機　◦アイロン　等
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※ 農業振興地域内農用地区域内からの除外
　農用地区域内の農地は原則として転用が認められず、転用
する場合には、農用地区域からの除外手続きをしたうえで、
転用申請を行う必要があります。
　除外申請については、農林課にご相談下さい。

★なくそう！農地の無断転用！★
大切な農地を守ろう！

農地を農地以外の目的で利用する場合は、一定の手続きが必要です。

※ 農地転用とは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農地を住宅用地や工場用地、道路、山林
などの用地に転換することを言います。

所有者申請 自分の所有する農地を転用する場合（農地法第 4 条）

売（貸）主・買（借）主 農地を買ったり借りたりして転用する場合（農地法第 5 条）

手続き・相談は農業委員会に（電話番号 42-1251）
農地転用の許可申請受付は、農業委員会で行っています。

※ 対象となる農地は？
　すべての農地（田・畑・採草放牧地）が転用許可の対象となります。地目が農地であれば、
耕作がされていなくても農地性（農地として活用できる状態）がある限り農地として扱われま
す。また、地目が農地でなくても、肥培管理がされていれば農地とみなされます。

※ 一時的な転用は？
　農地を一時的な資材置場、作業員仮宿舎、砂利採取場などとして利用する場合も転用になり、
許可が必要です。

※ 農業用施設用地として転用する場合には？
　自己の農地の保全または利用上必要な施設（耕作用の道路、用排水路、土留工、防風林等）
に転用する場合には、その面積に関係なく許可を要しません。また、自己所有の農地を温室、
畜舎、作業場等農業経営上必要な施設に転用する農地面積が２ａ未満であれば届出、２ａ以上
であれば許可が必要です。

※ 農地の転用手続きは？
　転用には２つのケースがあります。

農業委員会だより農業委員会だより
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「もしかして」と思ったら
手遅れになる前に迷わず相談！！！

虐待かも？と思ったら、通告するのが国民の義務です。
直接見てはいなくても、匿名でもかまいません。

子どもの様子・生活環境・保護者の様子などから
虐待が疑われる場合はお知らせ下さい。

・ 不自然な傷がある　・ 他の子に比べると極端に小さい
・ いつも不潔である　・ 笑顔が少ない　・ 経済的困難
・ 保護者が虐待を受けて育ってきた　・ 望まぬ妊娠、出産
・ 育児不安、ストレス　・ 著しく不衛生な生活環境
・ 地域との交流がない　・ 配偶者からの暴力がある　など

相談・通告の時の連絡先

・児童相談所全国共通ダイヤル
  ０５７０－０６４－０００

・八代児童相談所
  ０９６５－３２－４４２６

・多良木町役場 子ども対策課
  ０９６６－４２－１２６２

　ひとり親家庭のお父さん、お母さんを対象に巡回相談を実施しま
す。相談内容は子育ての相談から、生活相談、貸付の相談、就労相談、
DV 相談など何でもかまいませんので、下記の実施場所にお気軽に
お越し下さい。

相談受付時間　１７：３０～２１：００

【お問い合わせ先】
熊本県球磨地域振興局福祉課
TEL ０９６６－２２－１０４０
FAX ０９６６－２２－３１２９
多良木町役場　子ども対策課
TEL ０９６６－４２－１２６２（直通）

日　　程 場　　　所 日　　程 場　　　所

12月17日（月） 水上村岩野公民館 1 月10日（木） 水上村岩野公民館

12月18日（火） 人吉保健所 1 月15日（火） 球磨村役場

12月20日（木）
あさぎり町　　　
　　福祉センター

1 月16日（水）
あさぎり町　　　
　　福祉センター

12月25日（火） 球磨村役場 1 月17日（木） 人吉保健所

 1 月 8 日（火） 五木村役場

球磨地域ひとり親家庭
巡回相談のお知らせ

多良木町ファミリーサポートセンター

《ファミリーサポートセンターとは？》
　親の子育てと仕事の両立ができるように地域ぐるみで、サポートする会員組織です。

《こんなときに利用できます》
＊ 保育所（園）や学童クラブへの送迎と預かり（残業で迎えに行けないときなど）
＊ 保護者の用事があるとき（冠婚葬祭、病院、美容室、スポーツなど）
＊ 上の子の健診や学校行事のとき、下の子の預かり
＊ 休日預かり（保護者が仕事のとき、その他用事があるとき）
＊ 農繁期で忙しいとき
＊ 子どもが入院して付き添いができないとき、病室での預かり

会 員 募 集
《会員の条件》

　依頼会員（子どもを預けたい方）
　　◎ 生後６ヵ月から小学６年生までの子どもをお持ちの方
　協力会員（子どもを預かりたい方）
　　◎ 年齢が２０歳以上７０歳以下であること
　　◎ 子どもが好きな方、子育ての経験がある方

子ども対策課だより子ども対策課だより

【お問い合わせ先】
子ども対策課

TEL ４２－１２６２
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保健センターだより保健センターだより

子宮頸がんワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用無料化について
　平成２３年度より実施している上記事業が、本年度も継続されています。任意の接種のため、接種を希
望される場合は申請が必要です。
　○対象者　　　　接種日に多良木町に住民登録か外国人登録のある対象年齢の人
　○接種期限　　　平成２５年３月３１日まで
　○申請必要物品　母子手帳　印鑑
　○申請場所　　　多良木町保健センター

ワクチン名 対象年齢

子宮頸がんワクチン
◦平成２４年度に１３〜１６歳になる女子（中学１年生〜高校１年生）。
◦平成２４年度に１７歳となる女子（高校２年生相当）については、平成２３年
　度中に接種を受けている場合のみ。

ヒブワクチン ◦２ヵ月齢以上５歳未満の者
小児用肺炎球菌ワクチン ◦２ヵ月齢以上５歳未満の者

人吉球磨地域 断酒会のご案内
自分のため、家族のために一歩踏み出してみませんか？

人吉球磨地域 断酒会のご案内
　「アルコール依存症」は、意思の力や精神力では飲酒をコントロールできなくなる病気です。そして、アルコー
ル依存症の治療法は断酒を続けることです。断酒会に参加して、患者や家族が酒害体験を話し、それを聴くこと
で毎日の断酒を続けていくことが必要です。
　人吉球磨地域では、地域例会断酒会、病院断酒会が下記のとおり開催されています。
ご本人やご家族の参加をお待ちしています。ご家族だけでの参加も歓迎します。
　また、随時ご相談にも応じています。

名　　　称 例会日時 会　　　場 連　絡　先

断酒例会 毎週土曜日
午後7時30分～ 錦町総合福祉センター 山内啓二さん

☎ 22-2494

断酒家族会 月2回　不定
午後1時30分～ 地域生活支援センター翠 黒木つぎよさん

☎ 28-6877

多良木町あすなろ会 毎月第2・4木曜日
午後7時30分～8時30分 多良木町保健センター

多良木町保健センター
鹿川保健師・松下保健師

☎ 42-1100

吉　

田　

病　

院

合同
ミーティング

毎週火曜日
午前9時45分～11時

吉田病院 吉田病院　永田看護師
☎ 22-4051

家族教室 毎月第3火曜日
午後7時～8時30分

集まろう会 毎月第1・3木曜日
午後7時～8時30分

椿の会※ 毎月第1・3火曜日
午前11：00～12：00

光生病院断酒会 毎月第2木曜日
午後2時～ 光生病院

光生病院
坂本ケースワーカー

☎ 22-5207

※椿の会は女性アルコール依存症者だけのグループです

※接種回数等詳しい内容については、保健センターまでお尋ね下さい。　　電話：４２−１１００
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国民年金インフォメーション国民年金インフォメーション

【お問い合わせ先】
　健康・保険課　保険年金係　TEL４２−１２５５
　八代年金事務所　　　　　　TEL０９６５−３５−６１２３

　国内に居住する２０歳以上６０歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納め
ることになります。
※厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその配偶者に扶養されている人は除きます。

新 成 人 の み な さ ん へ
２０歳になったら国民年金

１、老後を支えます

２、病気やけがで障害の状態になったときに支えます

３、加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、
　　子を支えます。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担するという「世代と世代の支
え合い」が基本です。

世代と世代の支え合いの仲間入り

　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、「若年者納付猶予
制度」（３０歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方で
す。

★「若年者納付猶予制度」
　学生でない３０歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、
年金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能となった時に「追
納制度」をご利用いただければ、将来受け取る年金を増額することができます。

　２０歳になった時の国民年金の手続き等については役場または、年金事務所までお問い合わせくだ
さい。



いきいき芸術体験教室
　11 月 29 日（木）に「熊本県いきいき芸術体験教室事業」が久米小学校において、開催されました。
　「いきいき芸術体験教室」とは、児童・生徒を対象に、生の舞台芸術に接することによって、豊かな心や
創造性を育むとともに、児童・生徒の健全育成を図る事業です。
　今回は伝統芸能「清和文楽人形芝居」が上演されました。
　人形浄瑠璃の歴史や仕組みについての説明を受けたあと、日高川
入相花王という演目の１シーンが上演されました。その後、児童た
ちは実際に人形に直接触ったり、動かすなどの体験ができ、貴重な
時間を過ごしました。

（17）

教育委員会だより教育委員会だより

　11 月 9 日 ( 金 ) に開催されました、本渡運動
公園陸上競技場をスタート・ゴールとする「熊
本県中学校駅伝競走大会」において、多良木中
学校が女子の部で出場しました。
　応援いただきました皆様ありがとうございま
した。

熊本県中学校駅伝競走大会

『
私
の
す
す
め
る
本
』

　

ケ
ガ
で
車
イ
ス
生
活
に
な
っ

た
男
の
子
コ
ー
ス
ケ
と
、
大

好
き
な
コ
ー
ス
ケ
に
冷
た
く
さ

れ
、
さ
み
し
さ
や
悲
し
み
、
不

安
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
た
犬

ク
ッ
キ
ー
の
物
語
で
す
。

　

犬
が
家
族
の
こ
と
を
思
う
や

さ
し
い
気
持
ち
が
よ
く
分
か

り
、
む
ね
に
「
ズ
シ
ン
」
と
き

ま
し
た
。

　

私
も
、
動
物
を
大
事
に
し
よ

う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ー
は
、
コ
ー
ス
ケ
の

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ
ん

な
ク
ッ
キ
ー
を
見
て
、
コ
ー
ス

ケ
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
コ
ー
ス

ケ
も
ク
ッ
キ
ー
も
早
く
一
緒
に

走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

人
と
犬
の
心
の
つ
な
が
り
に

感
動
し
ま
す
。

(

ク
ッ
キ
ー
と
コ
ー
ス
ケ)

黒肥地７区
瀬戸山　心香

この本は中央公民館
図書室にあります。



　

糖
尿
病
の
発
症
、
重
症
化
、
合
併

症
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
等
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
、
予
防
の
た
め
の

行
動
変
容
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
二
十
五
年
一
月
十
九

日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

【
会
場
】
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
吉
保
健
所　

保
健
予
防
課

電
話
二
二
ー
三
一
〇
七

（18）

お
知
ら
せ

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
判
断
す

る
能
力
が
不
十
分
な
方
の
中
に
は
、

預
貯
金
や
不
動
産
等
の
財
産
管
理
や

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の

入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
り
す

る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
自
分
で
こ
れ

ら
の
こ
と
を
行
う
の
が
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
本
人
に
代

わ
っ
て
、
法
的
に
権
限
を
与
え
ら
れ

た
成
年
後
見
人
等
が
行
う
こ
と
に
よ

り
、
本
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の

が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　

ご
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
や

も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

多
良
木
町
役
場　

健
康
・
保
険
課

高
齢
者
支
援
係

電
話
四
二
ー
一
二
五
五

上
球
磨
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
四
二
ー
六
〇
〇
六

第
一
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

平成24年11月分 144,910㎏
平成24年度累計（H24.4月〜H24.11月） （Ａ） 1,247,120㎏

前年度の11月までの累計 （Ｂ） 1,283,860㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） −36,740㎏

多良木町から出たゴミの量（11月分）です！！
■多良木町の人吉球磨クリーンプラザへのゴミ搬入状況
◆可燃ゴミ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ◆不燃ゴミ

「１・１・１００運動」にご協力を！  ― １日・１家庭・１００グラムのゴミ減量 ―
今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

平成24年11月分 6,380㎏
平成24年度累計（H24.4月〜H24.11月） （Ａ） 68,750㎏

前年度の11月までの累計 （Ｂ） 70,170㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） −1,420㎏

成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？

防災無線は常に電源を入れておきましょう！
　

第
一
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

水
上
村
を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た

ち
が
多
良
木
町
の
県
道
及
び
国
道
を

コ
ー
ス
に
走
り
ま
す
の
で
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
平
成
二
十
五
年
一
月

二
十
日
（
日
）（
雨
天
決
行
）

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】

午
前
十
時
四
十
五
分
（
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

多
良
木
町
教
育
委
員
会

電
話
四
二
ー
一
二
六
七

被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

八
代
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
〇
九
六
五
ー
三
二
ー
二
一
七
七

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に

基
づ
き
二
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関

す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
】
平
成
二
十
四
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
、
調
理
師
免
許
を
有

し
県
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い

る
方

【
届
出
用
紙
の
設
置
場
所
】

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
県
内
各

保
健
所
、
熊
本
市
各
区
役
所

【
提
出
期
限
】
平
成
二
十
五
年
一
月

十
五
日
（
火
）

【
提
出
先
】
就
業
地
を
所
管
す
る
保

健
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

電
話
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
五
二

　

警
察
で
は
、
様
々
な
被
害
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
警
察
安
全
相
談
室

警
察
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

電
話
〇
九
六-

三
八
三-

九
一
一
〇

■
犯
罪
被
害
者
支
援
室

犯
罪
被
害
者
の
心
の
悩
み
・
犯
罪
被

害
給
付
制
度
に
関
す
る
相
談
窓
口

電
話
〇
九
六-

三
八
一-

〇
一
一
〇

■
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン

い
じ
め
や
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
子
ど

も
の
こ
と
、
少
年
の
非
行
問
題
な
ど

少
年
問
題
専
門
の
相
談
電
話

電
話
〇
九
六-

三
八
四-

四
九
七
六

■
レ
デ
ィ
ー
ス
一
一
〇
番

性
犯
罪
の
被
害
に
関
す
る
女
性
専
用

の
相
談
電
話

電
話
〇
一
二
〇-

八
三
四-

三
八
一

■
暴
力
追
放
相
談
電
話

暴
力
団
が
関
係
す
る
事
件
・
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
電
話

電
話
〇
九
六-

三
八
四-

〇
一
一
〇

■
悪
質
商
法
一
一
〇
番

悪
質
商
法
の
被
害
に
関
す
る
相
談
電

話電
話
〇
九
六-

三
八
五-

一
一
一
〇

平
成
二
十
四
年
度
糖
尿
病

予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平
成
二
四
年
度
調
理
師
業
務

従
事
者
届
の
提
出
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

検  

察  

審  

査  

会

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください

　平成２４年工業統計調査を１２
月３１日現在で行います。調査の
実施に当たっては、本年１２月か
ら来年１月にかけて調査員がお伺
いします。
　なお、調査票に記入していただ
いた内容については、統計法に基
づき秘密が厳守されますので、正
確な御記入をお願いします。

経済産業省・熊本県・多良木町



平成24年 交通事故の発生状況 
（　）内は対前年比　　　　【11 月末日現在】

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

8,740
77
22

（−636）
（＋17）
（＋10）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

71
1
0

（−7）
（−2）
（±0）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

11,113
95
26

（−951）
（＋24）
（＋12）

（19）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42 － 6111（内線 210 または 231）

球磨郡医師会休日在宅医当番表 （年末・平成25年1月分）

■診療時間は、午前 9 時から午後 5 時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

29 土

30 日

31 月

1 火

2 水

3 木

6 日

13 日

14 月

20 日
27 日

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

年末・1月の休日当番薬局

町長交際費の支出状況 （Ｈ 24.11.1 〜 11.30）

人のうごき （１１月１日現在）
人　口    １０，６５４人
　男　　　５，０２５人
　女　　　５，６２９人

出生 　３人　　死亡 １６人
転入 ２４人　　転出 １９人

世帯数 ３，８７７世帯

つばめ薬局（25-2500）
ひご薬局多良木店（49-1011）
山口薬局（42-2123）
清風薬局免田店（45-5517）
清風えびす薬局（43-0333）
高階誠心堂錦調剤薬局（38-4940）
岡原けんこう堂薬局（45-6023）
山口薬局（42-2123）
ひご薬局多良木店（49-1011）
百太郎薬局（28-8123）
たらぎ調剤薬局（43-0221）
くるみ薬局（49-9630）
エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）
岡原けんこう堂薬局（45-6023）
山口薬局（42-2123）
きりん薬局原田店（42-6900）
おかざき薬局（49-2905）
多良木いちご薬局（42-6888）
山口薬局（42-2123）
エスエス堂薬局吉井店（45-6055）
くるみ薬局（49-9630）
高階誠心堂錦調剤薬局（38-4940）
エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）
山口薬局（42-2123）
水上薬局（47-8055）
犬童薬局（43-3903）

12月 の 納 税
固定資産税　３期

国民健康保険税　８期
の納入月です

防災無線は常に電源を入れておきましょう！

「多良木町無料職業紹介所」からのお知らせ
　多良木町では、地元の事業所が求める人材や、多良木町に居住の方・定住するための就職を希望する方を対象に、
求人・求職の紹介・あっせんを行う「多良木町無料職業紹介所」を開設しました。求人及び求職者の利便性の向上、
事業所が必要とする労働力の確保、雇用の安定に向け、以下のような業務を行います。是非、ご活用ください。

●　求人情報の収集　　　●　求職者への求人情報の提供等
　求人情報を回覧でお知らせしています。詳しい内容・応募を希望される方は、多良木町無料職業紹介所までご相談
ください。
※応募される際には当紹介所が発行する紹介状が必要です。

【お問い合わせ先】多良木町無料職業紹介所（多良木町役場企画観光課内）電話４２−１２５７（直通）

期  日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨人吉地区）

12月29日 医療機関へ開業時間をご確認ください。 堤病院附属九日町診療所
人吉市　　　　22-2251

12月30日 − 高田内科医院
錦町　　　38-3677

増田クリニック小児科
人吉市　　　　22-3570

12月31日 東病院
あさぎり町 45-5711 − 増田クリニック小児科

人吉市　　　　22-3570

1月 1日 仁田畑クリニック
多良木町　42-1123

小林クリニック
錦町　　　38-5670

たかはし小児科内科医院
人吉市　　　　24-2222

1月 2日 井口医院
多良木町　42-5570

たかの眼科
あさぎり町 47-2550

やまむら医院
あさぎり町　　45-0005

1月 3日 東病院
あさぎり町 45-5711

増田耳鼻咽喉科ｸﾘﾆｯｸ
あさぎり町 45-8001

人吉総合病院小児科
人吉市　　　　22-2191

1月 6日 犬童耳鼻咽喉科
多良木町　43-0777

岩井クリニック
あさぎり町 49-2181

公立多良木病院小児科
多良木町　　　42-2560

1月13日 桑原医院
あさぎり町 45-0205

犬童内科胃腸科医院
あさぎり町 45-1125

たかはし小児科内科医院
人吉市　　　　24-2222

1月14日 こんどう整形外科
あさぎり町 45-6555

高田内科医院
錦町　　　38-3677

やまむら医院
あさぎり町　　45-0005

1月20日 古城クリニック
水上村　　44-0321

田中医院
錦町　　　38-0061

増田クリニック小児科
人吉市　　　　22-3570

1月27日 そのだ医院
湯前町　　43-2063

深水内科医院
錦町　　　38-3221

堤病院附属九日町診療所
人吉市　　　　22-2251

球磨郡歯科医師会年末年始休日診療
期　　日 当　番　医

1月 3日 　水上歯科医院
　水上村　　　44-0766

■診療時間は、午前１０時から午後４時までです。

No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先
1 10/27　多良木小学校同窓会時御樽 2,780円 有限会社  みなみ

2 奥球磨ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会招待選手依頼時土産
代 2,360円 木下醸造所

3 11/9　南幌町開拓 120 年・町制施行
50 年記念式典時御祝 45,890円 有限会社　みなみ

4 11/20　姉妹町交流事業協議時土産 10,000円 有限会社
ワールドベーカリー

5 11/21　企業訪問時土産 4,800円 農事組合法人
多良木のびる

6 11/18　多良木町民ゴルフ大会時賞品
代 5,000円 スポーツショップ

前田

7 11/20　行政相談委員協議会球磨支部
合同研修会時御樽 2,478円 房の露㈱

8 12/2　東京球磨ひとよし故郷会時特産
品提供 7,585円 有限会社　みなみ

9 10/29　元町議会議員ご逝去時生花代 15,000円 岡部麗香園

休日当番薬局（元旦だけ休み）
清風薬局ｻﾝﾛｰﾄﾞ免田店（49-9600）



　延壽寺様より熊本広域
大水害で被災された方々
の支援に役立ててくださ
いと 184,000 円の義援金
が寄せられました。
　お寄せいただいた義援
金は共同募金会を通じて
被災者へ配分されます。
ありがとうございました。
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再生紙を利用しています。
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多良木町福祉団体交流スポーツ祭

ご寄付へのお礼
　熊本県建築労働組合上
球磨分会（矢立正勝分会
長）様から、えびす祭り
会場の包丁研ぎコーナー
での益金をご寄付いただ
きました。ありがとうご
ざいました。
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